
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地域のコミュニティと関わることで、人

はどのように幸せになるのだろうか。」本研

究は、この問いから出発しました。 

コロナ禍を経て、私たちの地域での働き

方や暮らし方は大きく変化し、そのつなが

りも定住する住民だけでなく、オンライン

や自律分散組織(DAO)等の Web3.0 のデジタ

ル基盤を通じて、地域外から継続的に関わ

る「関係人口」によるものが増えています。

地域コミュニティは、地理的境界に閉じた

存在から、バーチャルな接点を含む開かれ

たシステムへと変わりつつあります。その

新しい地域コミュニティのシステムで、人

はどのようにウェルビーイング(心身社会

の幸せ)を追究するのでしょうか。 

本研究は、地域活性化と新しい地域づく

りの超先進地である離島・島根県隠岐郡海

士町で始まった「オフィシャルアンバサダ

ー制度」を実証フィールドに、こうした新し

い地域コミュニティのウェルビーイングの

カタチを明らかにすることを目指しました。

まずインタビューや参与観察を通じてアン

バサダーの語りを分析し、地域とのかかわ

りが「関心」と「関与」の深化という二つの

軸で捉えられることを明らかにしました。 

 

 

 

さらにその深化には段階があり、両者の

組み合わせによって関係人口のあり方が多

様に分かれることが分かりました。 

続いて関係人口 113 名を対象とするオン

ライン調査を実施し、人生満足度等の一般

的な幸福尺度及び地域固有の幸福度との関

連を定量的に分析しました。その結果、関心

の高さは一般的な幸福感と弱く、関与の深

さは関係人口固有のウェルビーイングの実

感と強く、それぞれ有意に関連していまし

た。さらに分析結果で注目されたのは、地域

で感じるウェルビーイングが媒介となり、

地域外に住む人びとと地域コミュニティと

のあいだに新たな結び目が生まれていた点

です。オンライン上のやりとりやプロジェ

クトへのリアル参加を通じて、物理的には

離れていても「自分もこの地域コミュニテ

ィの一員であり、やりたいことが出来てい

る」という感覚が醸成され、関心と関与が一

層高まる。バーチャルな接続が、心理的な帰

属と社会的実践を結びつけ、地域コミュニ

ティの幸せの新たなかたちを立ち現れさせ

ていました。 

本研究は、こうした関心と関与の深化、地

域のウェルビーイングを媒介とした新しい

幸せ響創のプロセスを構造化・可視化する

試みです。人口減少社会では地域の境界は

固定されたものではなく、人が移動し、オン

ラインでもつながる時代に、地域外からの

関係人口とともに協創される「もう一つの

地域のしあわせ」の形が見え始めました。 
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